
1 

 

 

 

会報ムシプロ１５号       ２０１８年６月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ６月活動について・・・・・・・・・・２ 

2. ムシプロだより・・・・・・・・・・・３、別紙 

3. 自然の愉しみ方（初夏）・・・・・・・ ４～５ 

4. 事務局より・・・・・・・・・・・・・６ 

今月の表紙・・・・・・・・・・・・・・６ 

「くまの木」ヒトとムシの楽園プロジェクト 

目次 

ホソミオツネントンボ（アオイトトンボ科） 

 



2 

 

1. ６月２日（土）、３日（日）の活動について 

６月２日（土）、３日（日）の活動の概要です。 

① 作業の内容 

ビオトープの雑草取りと雑木林の下草刈りを行います。 

 第二ビオトープの木道付近を中心に雑草取りを行います。 

 ７月の活動で宿泊する民宿庄屋が所有する雑木林の下草刈りを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 観察の見どころ：『雨に唄えば』（あめにうたえば：Singin' in the Rain） 

５月の下旬から空気が湿気をおびてきます。この湿気を待っている生き物が

「モリアオガエル」です。産卵のために森から出てきたモリアオガエルを観察

します。産卵は、池の水面の上に伸びている木の枝や水面から出ている水草の

茎で行われます。目立つ場所で危険を顧みず、メスのまわりに数頭のオスが集

まり木の枝に産卵する様子に感動します。 

また、観察場所には、シュレーゲルアオガエルやカジカガエルも生息してい

ます。モリアオガエルとシュレーゲルアオガエルの鳴き声の違いやカジカガエ

ルの美しい鳴き声を愉しむことができます。 

 雨の季節を喜び、唄う生き物たちを観察して、私たちも雨の季節を愉しみま

しょう！ ※雨具を忘れずに用意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

モリアオガエルの産卵 モリアオガエルのペア 

７月の活動の時に歩きやすいように下草を 

刈りとり、枝を斬り落としましょう。 

ビオトープの作業か所 

カジカガエル 

※カエルのほかに「ゲンゴロウ」「タガメ」「ゲンジボタル」など見ることができます。 
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2. ムシプロだより 

法性さんの近況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

別紙「現在、飼育している生き物」を参照してください。 

  

2015 年 9 月撮影 

ムシプロ第一回の活動から参加されています。 
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3. 自然の愉しみ方（初夏） 

 アゲハチョウと花を愉しむ 

アゲハチョウの魅力は、体の大きさからくる迫力と後翅の尻尾（尾状突起）、そ

れと翅を小刻みに震わせながら花の蜜を吸うことです。 

花を訪れるアゲハの優雅な舞を愉しもう。 

 (写真・文 西野 孝法) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本にはアゲハチョウの仲間は１９種類確認されているが、関東周辺で

見られるものを紹介します。 

アゲハとランタナ キアゲハとブッドレア 

クロアゲハとブッドレア アオスジアゲハとヤブガラシ 

カラスアゲハとヤブガラシ ジャコウアゲハとアカシア 
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 よくある質問、こんな時どうする？ 

① 質問：庭にアゲハの食草を植えたいが、ミカン科（ミカン、山椒）のトゲ

が刺さりそうで怖い。 

☞：ミカン科の「金柑」は、トゲがありません。また、実も食べて愉しめる

のでお勧めです。金柑には、アゲハ、クロアゲハが産卵に訪れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 質問：飼育ケースの壁で蛹になった。大丈夫？ 

☞：羽化を見たくて幼虫を飼育すると、飼育ケースの壁で蛹になることは

多々あります。蝶は、蛹から抜け出すとぶら下がって翅を伸ばします。飼

育ケースの壁だと足が滑って落ちてしまい翅を十分に伸ばせない可能性

が高くなります。そこで、一工夫します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金柑に産卵するアゲハ 金柑の枝にいたクロアゲハの終齢幼虫 

羽化用の台座を段ボールなど硬い紙でつくり、蛹を両面テープか糊で固定する。 

鋭角側に蛹をつける 

蛹の周辺にペーパータオルかティッシュペーパーを両面テープで貼る。 
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4. 事務局より 

会報の「表紙」と「自然の愉しみ方」で紹介した画像をイメージゲートウエイ

に登録しています。Word に貼りつけてある画像より綺麗です、ご覧ください。 

アドレスは以下のとおりです。パスワードは、必要ありません。 

https://opa.cig2.imagegateway.net/s/cp/DMCYuTBGLSE 

画像はダウンロードできます。 
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今月の表紙 

ホソミオツネントンボ（アオイトトンボ科） 

成虫で冬を越す。このことが、名前（越年）の

由来になっている。 

春になると水辺を訪れ交尾し産卵する。成熟

するまでは、地味な枯草色だが、成熟すると鮮

やかな青色になる。 

上がオス、下がメスである。 

メスが腹の先をオスの腹の付け根にある交尾器にあてがってハート型になっている状態を交尾という。 

左の写真を回転させると♡になるよ。※メスも青くなっている。 

(写真・文 西野 孝法) 

ホソミオツネントンボの交尾 

https://opa.cig2.imagegateway.net/s/cp/DMCYuTBGLSE
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